
武庫川橋の計画

三井住友建設(株) 土木本部 土木設計部 正会員 工修 ○水野 克彦 

西日本高速道路(株) 関西支社 建設事業部        福田  雅人 

西日本高速道路(株) 関西支社 新名神兵庫事務所     上原  浩揮 

三井住友建設(株) 土木本部 土木設計部 正会員     諸橋  明

１．はじめに 

２．橋梁概要 

図－１ 図－２ 表－１

図－１ 全体一般図 

図－２ 主桁断面図（暫定形） 

表－１ 橋梁諸元 
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３．バタフライウェブ箱桁橋の概要  

図－３

図－４

４．技術的特色 

4.1 橋脚の構造 

表－２ 図－５ 図－６

図－３ バタフライウェブ 図－４ バタフライウェブの構造特性 

表－２ 固有周期の比較 
（レベル２地震時） 

基本計画 実施設計
(sec) (sec)

完成形(橋軸) 1.73 2.49

完成形(直角) 3.14 4.19

固有周期
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図－５ 橋脚曲げ剛性(EI)と脚高(h)の比率 
図－６ 橋脚下端の曲げモーメント 

（レベル２地震時、橋軸方向、タイプⅠ） 
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4.2 主桁の構造 

10%

(1)バタフライウェブ構造の採用 

150mm

4.0m
100m 4.0m

40N/mm2 50N/mm2

図－７

24.15m
(2)箱桁構成 

24m
300mm 260mm

図－８

 

 

4.3 工期短縮に向けた方策 

(1)橋脚のハーフプレキャスト工法 

図－９ 図－９ ＳＰＥＲ工法イメージ図 
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基本計画 実施設計

柱頭部：２室箱桁 支間部：２室箱桁 柱頭部：３室箱桁 支間部：２主箱桁

（基本計画） 

（実施設計） 

図－８ 主桁断面の比較 

図－７ 主桁構造形式 
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(2)バタフライウェブ箱桁構造の採用による効果 

図－１０

５．おわりに 

図－１１

図－１１ 完成予想図 

（基本計画） 

（実施設計） 

図－１０ ブロック割の比較 
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